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アジア最大級の文具メーカー・deliのサブブランド、nusign。今夏、
「クラシックシリーズ」に機能的で美しい新製品が加わった。同ブ
ランドが追い求めるクリエイティブやOEM生産で培われた高い技
術力、作り手たちの協働、開発秘話までたっぷりと紹介しよう。

日本チーム主導で開発された、はさみとアルミ製
定規。ここに写る、いくつものラフスケッチや試
作品はごく一部。「派手でなくとも美しく、本当
に使いやすいもの」を問い続けるデザイン哲学と、
いっさいの妥協を許さない開発工程がうかがえる。

使いやすさの裏に、幾多もの検証がある

ニューサイン

nusign

フラットな形状に
見えるが、底面の
滑り止めリブによ
って目盛り部分が
少し浮かんだ構造
に。万年筆や水性
ペンで線を引いて
もにじみにくい。

開発当初のリブの
本数は5本。リブ
の本数が多いと、
力が分散して滑り
やすくなり、重量
も重くなる。最適
な本数を検証し、
3本に決定した。

表面はリッジ（山
の尾根）形状。端
を押さえると浮き
上がり、机上から
スムーズに持ち上
げられる。中央の
窪みは指がフィッ
トし押さえやすい。

ハンドルのラフスケッチ。赤
く強調されているのは、はさ
みと手が触れる部分だ。当初
はエッジがあるデザインも考
えられたが、手に負担がかか
らぬよう触れる部分すべてを
曲線に。微調整の跡が残る。

はさみ：全長約170ｍｍ・重量約60g・税込1,100円

「はさみに求めるのは “ちゃんと切れること”」とい
う原点に立ち返って開発された1丁。ハンドルは曲
面のみで構成されエッジがなく、開閉を続けても手
が痛くなりづらい。ブレードの加工や断面形状にこ
だわり、トライアンドエラーを繰り返して完成した。

省力ハサミ

試作を重ねて辿り着いた「究極の普遍」
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手持ちはもちろん、背面スタンドを
起こせばパソコン横や机上に立てて
使える2WAY仕様。視線を大きく
動かさず資料を確認でき、作業効率
もアップする。金属クリップはホー
ルド力抜群で、紙の角折れや丸まり
を防ぐ横長形状。最大40枚が収まる。

スタンド付クリップボード

クリップボード：約225W×315Hmm・
税込1,320円

デザインチームが手がけた
手持ちと卓上の“二刀流”

クリップを回すことでタテヨコをス
マートに切り替えられる、A4サイ
ズのクリップボード。ボードの芯材
には、軽量ながらタフに扱える発泡
PP素材を採用した。2.8mmという
十分な厚みがあり、立ったままでも
しっかりと書き込むことができる。

タテヨコ兼用クリップボード

クリップボード：約225W×319Hmm・
税込1,100円

クリップをくるりと回せば
タテヨコ使えて合理的！
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澤
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SPECIAL INTERVIEW

裏面の穴に指をかけて引き起こせ
ばスタンド仕様に早変わり。軽い
力で展開・収納でき、絶妙な重心
バランスで安定性も抜群だ。
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場面に応じてフレキシブルに向き
を変えられる。「スタンド付きク
リップボード」と同様、デザイン
チームによる完全自社開発。

ホワイトグリーンネイビー

nusignでは、日本・中国・韓国と3か国のデザイナーがタ
ッグを組み、グローバルに製品開発を行っている。日本デ
ザインチームで統括デザイナーを務める梅澤佑太さんに、
nusignのデザイン哲学や開発の裏側について伺った。

トレンドに左右されず、日々に寄り添う
「nusignらしさ」を目指したものづくり

1992年、千葉県生まれ。慶応義塾大学卒業後、
都内デザインオフィスに勤務。フリーランスと
しての活動を経て、2024年からnusign に参加。
プロダクトデザイナーとして、文具を含む日常
雑貨他、多岐にわたる製品開発に携わる。

日本デザインチーム　統括デザイナー 

梅澤佑太

nusign

定規：約24W×158Hmm・税込660円

ユーザーリサーチで得た「力強く押さえるとズレる」
「机から持ち上げにくい」という悩みを起点に開発。
片側に丸みや段差を付ける案もあったが、使いやす
い両側目盛りにするため現在の断面形状に。既存色

（シルバー）より明るく、幅広い年代で使いやすい
3色が追加された。グッドデザイン賞2025を受賞。

アルミ製定規

リサーチから生まれた“目から鱗”な工夫

他社の刃

3D刃線設計

刃の断面図

刃に高硬度チタ
ンコーティング
を施し、摩耗を
防止。粘着テー
プを切ってもベ
タつかず、なめ
らかな切れ味を
長く維持できる。

刃同士が「面」
ではなく「点」
で 接 触 す る、
3D刃線設計を
採用。抵抗を減
らすことで軽い
力でも対象物を
捉えやすい。紙はもちろん、柔らかな
布もサクサク裁断できるほどの切れ味。
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